
議第 ５ 号 

 

教育機関の組織及び運営に関する規則の一部を改正する規則の制定につ 

いて 

 

教育機関の組織及び運営に関する規則の一部を改正する規則を次のように制定す

る。 

 

教育機関の組織及び運営に関する規則の一部を改正する規則 

 教育機関の組織及び運営に関する規則（昭和41年４月県教育委員会規則第２号）

の一部を次のように改正する。 

 目次中「第８章 博物館（第 42 条―第 56 条）」を「第８章 削除（第 42 条―

第 56 条）」に改める。 

第８章を次のように改める。 

第８章 削除 

第 42 条から第 56 条まで 削除 

第 64 条の表中「及び博物館」を削り、 

同表分館長の項中 

「      

 分館長 博物館の分館 上司の命を受けて分館の事務を

掌理する。 

 

を 
 少年自然の家の分館 上司の命を受けて分館の研修業

務を掌理する。 

 

    」  

「      

 分館長 少年自然の家の分館 上司の命を受けて分館の研修

業務を掌理する。 

 
に改める。

    」  

第 65 条の表 

「     

 主任主査 上司の命を受けて特定事項に関する事務を

処理する。 

 

を 
 学芸専門員 上司の命を受けて博物館の専門的業務を処

理する。 

 

   」  
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「     

 主任主査 上司の命を受けて特定事項に関する事務を

処理する。 

 
に、 

   」  

「     

 学芸員 上司の命を受けて博物館の専門的業務に従

事する。 

 

を  研修主事 上司の命を受けて研修業務に従事する。  

 研究員 上司の命を受けて博物館の調査研究等の業

務に従事する。 

 

   」  

「     

 研修主事 上司の命を受けて研修業務に従事する。  に改める。 

   」  

別記様式第４号甲から別記様式第５号までを削る。 

   附 則 

 この規則は、公布の日から施行する。 

 

提 案 理 由 

 教育委員会事務局の組織改編に伴い、規定の整備を図るため提案するものである。 

 

令和２年３月 26 日提出 

 

 

山形県教育委員会        

教育長 菅 間 裕 晃   
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教育機関の組織及び運営に関する規則新旧対照表 

現   行 改 正 案 

目次 目次 

第１章～第７章 －略－ 第１章～第７章 －略－ 

第８章 博物館（第42条―第56条） 第８章 削除（第42条―第56条） 

第９章～第10章 －略－ 第９章～第10章 －略－ 

第１章 総則 第１章 総則 

（趣旨） （趣旨） 

第１条～第41条 －略－ 第１条～第41条 －略－ 

第８章 博物館 第８章 削除 

（名称及び位置）  

第42条 山形県立博物館条例（昭和46年３月県条

例第23号）により設置された博物館の名称及び

位置は、同条例の定めるところにより次のとお

りである。 

第42条から第56条まで 削除 

 名称 位置      

 山形県立博物館 山形市      

（所掌事務）  

第43条 博物館の所掌事務は、次のとおりとする。 （削除） 

(１) 博物館資料の収集、保管及び展示に関す

ること 

 

(２) 博物館資料の調査研究に関すること  

(３) 博物館資料の利用に関し必要な助言、指

導等に関すること 

 

(４) 博物館資料に関する解説書、調査研究報

告書等の作成に関すること 

 

(５) 博物館資料に関する講演会、講習会、映

写会、研究会等の主催及びその開催の援助に

関すること 

 

(６) その他博物館の運営について必要な事項

に関すること 

 

（内部組織）  

第44条 博物館に次の課を置く。  （削除） 

(１) 総務課  

(２) 学芸課  

（分館）  

第44条の２ 山形県立博物館条例により置かれた

分館の名称及び位置は、同条例の定めるところ

により次のとおりである。 

 （削除） 

 名称 位置      

 山形県立博物館教育資料

館 

山形市      

（開館時間）  

第45条 博物館の開館時間は、午前９時から午後 （削除） 
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４時30分までとする。ただし、午後４時以降は、

入館することができない。 

２ 館長は、必要があると認めるときは、前項の

規定にかかわらず開館時間を変更することがで

きる。 

 

（休館日）  

第46条 博物館の休館日は、次のとおりとする。  （削除） 

(１) 月曜日（その日が国民の祝日に関する法

律第２条に規定するこどもの日及び文化の日

に当たるときは、その翌日） 

 

(２) 年始 １月１日から４日まで  

(３) 年末 12月28日から31日まで  

２ 分館の休館日は、前項各号に掲げるもののほ

か、国民の祝日に関する法律に規定する休日（同

法第２条に規定する元日、こどもの日及び文化

の日を除く。）とする。 

 

３ 館長は、必要があると認めるときは、前２項

の休館日以外の日において休館し、又は休館日

において開館することができる。 

 

（入館の手続）  

第47条 博物館の資料を観覧するため入館しよう

とする者（以下「入館者」という。）は、受付

において所定の入館料を納め、入館券（別記様

式第４号）の交付を受けなければならない。 

 （削除） 

（入館の規制）  

第48条 館長は、この規則に基づく規程若しくは

館長の指示に従わない者又は不都合な行為があ

ると認められる者に対しては、博物館の利用を

拒み、又は退館を命ずることができる。 

 （削除） 

（損害の賠償）  

第49条 入館者は、故意又は過失により博物館の

施設、設備、展示品等をき損したときは、原状

に復し、又は相当金額で賠償しなければならな

い。 

 （削除） 

（博物館資料の寄贈及び寄託）  

第50条 館長は、博物館資料の寄贈又は寄託を受

けようとするときは、所定の手続を経てこれを

行わなければならない。この場合において、運

搬費の負担、寄託資料の返戻等については、寄

贈又は寄託する者と協議して定めるものとす

る。 

 （削除） 

（博物館資料の貸出し）  

第51条 博物館資料の貸出しは行わないものとす

る。ただし、館長が公益上必要と認めたときは

この限りでない。 

 （削除） 
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（入館料の減免）  

第52条 山形県立博物館条例第７条の規定によ

り、次の各号のいずれかに該当する者について

は、入館料を免除する。 

 （削除） 

(１) こどもの日、文化の日その他教育長が指

定する日において博物館が主催する教育、学

術及び文化の普及向上に資する行事に参加す

る者 

 

(２) 土曜日又は日曜日に入館する学校教育法

に規定する学校の児童及び生徒並びにこれら

に準ずる者 

 

(３) 身体障害者福祉法（昭和24年法律第283

号）第15条第４項の規定により交付を受けた

身体障害者手帳に身体上の障害がある者とし

て記載されている者、精神保健及び精神障害

者福祉に関する法律（昭和25年法律第123号）

第45条第２項の規定により精神障害者保健福

祉手帳の交付を受けている者及び療育手帳の

交付を受けている者 

 

(４) 前号に規定する者が観覧するために必要

と認められる付添人 

 

２ 山形県立博物館条例第７条の規定により入館

料の減免を受けることができる者は、前項に規

定する者のほか、次の各号の一に該当する者と

する。 

 

(１) 教育課程に基づく教育活動として入館す

る児童、生徒、学生及びこれらの引率者 

 

(２) その他教育長が公益上特に必要があると

認める者 

 

第53条 前条の入館料の減免を受けようとする者

（前条第１項に規定する者を除く。）は、博物

館入館料減額（免除）申請書（別記様式第５号）

を教育長に提出し、その承認を受けなければな

らない。 

 （削除） 

（協議会）  

第54条 博物館協議会（以下「協議会」という。）

に、委員の互選による会長及び副会長を置く。 

 （削除） 

２ 会長及び副会長の任期は、１年とし、再任を

さまたげない。 

 

３ 会長は、会務を総理し、会議の議長となる。  

４ 会長に事故あるときは、副会長がその職務を

代理する。 

 

（協議会の会議）  

第55条 協議会は、定例会及び臨時会とし、定例

会は年２回、臨時会は必要がある場合に招集す

 （削除） 
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る。 

２ 協議会は、会長が招集する。  

（館長への委任）  

第56条 この章に定めるもののほか、博物館につ

いて必要な事項は、教育長の承認を得て館長が

定める。 

 （削除） 

第57条～第63条 －略－ 第57条～第63条 －略－ 

第10章 職制 第10章 職制 

（職及び職務） （職及び職務） 

第64条 次の表の左欄に掲げる職を同表の中欄に

掲げる教育機関の組織に置き、その職務は、同

表の右欄に定めるとおりとする。 

第64条 次の表の左欄に掲げる職を同表の中欄に

掲げる教育機関の組織に置き、その職務は、同

表の右欄に定めるとおりとする。 

 職 教育機関

の組織 

職務   職 教育機関

の組織 

職務  

 館長 図書館及

び博物館 

上司の命を受けて所掌事

務を掌理し、所属の職員

を指揮監督する。 

  館長 図書館 上司の命を受けて所掌事

務を掌理し、所属の職員

を指揮監督する。 

 

 所長 教育セン

ター、青年

の家及び

少年自然

の家 

  所長 教育セン

ター、青年

の家及び

少年自然

の家 

 

 副館

長 

図書館及

び博物館 

館長を補佐し、館長に事

故あるときは、その職務

を代決する。 

  副館

長 

図書館 館長を補佐し、館長に事

故あるときは、その職務

を代決する。 

 

 副所

長 

教育セン

ター 

所長を補佐し、所長に事

故あるときは、その職務

を代決する。 

  副所

長 

教育セン

ター 

所長を補佐し、所長に事

故あるときは、その職務

を代決する。 

 

 次長 青年の家

及び少年

自然の家 

所長を補佐し、所長に事

故あるときは、その職務

を代決する。 

  次長 青年の家

及び少年

自然の家 

所長を補佐し、所長に事

故あるときは、その職務

を代決する。 

 

 分館

長 

博物館の

分館 

上司の命を受けて分館の

事務を掌理する。 

  分館

長 

（削除） （削除）  

 少年自然

の家の分

館 

上司の命を受けて分館の

研修業務を掌理する。 

  少年自然

の家の分

館 

上司の命を受けて分館の

研修業務を掌理する。 

 

 課長 課 上司の命を受けて課の事

務を処理する。 

  課長 課 上司の命を受けて課の事

務を処理する。 

 

 係長 係 上司の命を受けて係の事

務を処理する。 

  係長 係 上司の命を受けて係の事

務を処理する。 

 

第65条 前条に定める職のほか、必要に応じ次の

表の左欄に掲げる職を教育機関に置き、その職

務は同表の右欄に定めるとおりとする。 

第65条 前条に定める職のほか、必要に応じ次の

表の左欄に掲げる職を教育機関に置き、その職

務は同表の右欄に定めるとおりとする。 

 職 職務   職 職務  

 主幹 上司の命を受けて特定事項に   主幹 上司の命を受けて特定事項に  
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関する事項を掌理し、上司に事

故あるときは、その職務（主幹

が掌理する事務に限る。）を代

決する。 

関する事項を掌理し、上司に事

故あるときは、その職務（主幹

が掌理する事務に限る。）を代

決する。 

 専門員 上司の命を受けて特定事項を

処理する。 

  専門員 上司の命を受けて特定事項を

処理する。 

 

 主任指導

主事 

上司の命を受けて教育に関す

る専門的事務を処理する。 

  主任指導

主事 

上司の命を受けて教育に関す

る専門的事務を処理する。 

 

 主任社会

教育主事 

上司の命を受けて社会教育に

関する専門的業務を処理する。

  主任社会

教育主事 

上司の命を受けて社会教育に

関する専門的業務を処理する。

 

 業務名を

冠する主

査 

上司の命を受けて担当事務を

処理する。 

  業務名を

冠する主

査 

上司の命を受けて担当事務を

処理する。 

 

 主査 上司の命を受けて担当事務を

処理する。 

  主査 上司の命を受けて担当事務を

処理する。 

 

 主任主査 上司の命を受けて特定事項に

関する事務を処理する。 

  主任主査 上司の命を受けて特定事項に

関する事務を処理する。 

 

 学芸専門

員 

上司の命を受けて博物館の専

門的業務を処理する。 

  （削除） （削除）  

 指導主事 上司の命を受けて教育に関す

る専門的事務に従事する。 

  指導主事 上司の命を受けて教育に関す

る専門的事務に従事する。 

 

 社会教育

主事 

上司の命を受けて社会教育に

関する専門的業務に従事する。

  社会教育

主事 

上司の命を受けて社会教育に

関する専門的業務に従事する。

 

 司書 上司の命を受けて図書館の専

門的事務に従事する。 

  司書 上司の命を受けて図書館の専

門的事務に従事する。 

 

 学芸員 上司の命を受けて博物館の専

門的業務に従事する。 

  （削除） （削除）  

 研修主事 上司の命を受けて研修業務に

従事する。 

  研修主事 上司の命を受けて研修業務に

従事する。 

 

 研究員 上司の命を受けて博物館の調

査研究等の業務に従事する。 

  （削除） （削除）  

 主任主事 上司の命を受けて高度の知識

経験を必要とする事務に従事

する。 

  主任主事 上司の命を受けて高度の知識

経験を必要とする事務に従事

する。 

 

 主事 上司の命を受けて事務に従事

する。 

  主事 上司の命を受けて事務に従事

する。 

 

 体育主事 上司の命を受けて体育及びス

ポーツに関する業務に従事す

る。 

  体育主事 上司の命を受けて体育及びス

ポーツに関する業務に従事す

る。 

 

 副主任 上司の命を受けて担当事務に

従事する。 

  副主任 上司の命を受けて担当事務に

従事する。 

 

 社会教育

主事補 

上司の命を受けて社会教育の

業務に従事する。 

  社会教育

主事補 

上司の命を受けて社会教育の

業務に従事する。 

 

 行政技能 上司の命を受けて担当業務に   行政技能 上司の命を受けて担当業務に  
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員 従事する。 員 従事する。 

  

別記 別記 

様式第１号～様式第３号 様式第１号～様式第３号 

様式第４号甲 様式第４号甲 

（削除） 

様式第４号乙 様式第４号乙 

（削除） 

様式第５号 様式第５号 

（削除） 
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教育機関の組織及び運営に関する規則の一部改正について 

 

 

１ 改正理由 

令和２年度の組織改編を行うため規定の整備を図るもの。 

 

２ 改正内容 

山形県立博物館が知事部局に移管されることに伴い、山形県立博物館に関連する規定

を削除するもの。 

 

３ 施行期日 

公布の日から施行する。（令和２年４月１日） 
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議第 ６ 号 

 

山形県教育財産管理規則の一部を改正する規則の制定について 

 

山形県教育財産管理規則の一部を改正する規則を次のように制定する。 

 

   山形県教育財産管理規則の一部を改正する規則 

 山形県教育財産管理規則（昭和 60 年３月県教育委員会規則第２号）の一部を次の

ように改正する。 

 第２条中「その他の教育機関」を「その他の教育機関（博物館を除く。）」に改める。 

 第 28 条中「総務課長」を「教育政策課長」に改める。 

附 則 

この規則は、公布の日から施行する。 

 

   提 案 理 由 

教育委員会事務局の組織改編に伴い、規定の整備を図るため提案するものであ

る。 

 

  令和２年３月 26 日提出 

 

山形県教育委員会        

教育長 菅 間 裕 晃   

議6－1



山形県教育財産管理規則新旧対照表 

現   行 改 正 案 

第１条 －略－ 第１条 －略－ 

（定義） （定義） 

第２条 この規則において「教育機関」とは、法第30

条の規定により設置された県立の学校その他の教育

機関をいう。 

第２条 この規則において「教育機関」とは、法第30

条の規定により設置された県立の学校その他の教育

機関（博物館を除く。）をいう。 

第３条～第27条 －略－ 第３条～第27条 －略－ 

 （書類の経由）  （書類の経由） 

第28条 この規則に基づいて教育長に提出する書類

は、総務課長（教育機関（県立学校を除く。）の

長の提出する書類については、主務課長及び総務

課長）を経由しなければならない。 

第28条 この規則に基づいて教育長に提出する書類

は、教育政策課長（教育機関（県立学校を除く。）

の長の提出する書類については、主務課長及び教

育政策課長）を経由しなければならない。 

第29条 －略－  第29条 －略－  

 

議6－2



山形県教育財産管理規則の一部改正について 

 

 

１ 改正理由 

令和２年度の組織改編を行うため規定の整備を図るもの。 

  

 

２ 改正内容 

① 教育庁総務課の名称変更 

② 知事部局に「博物館の設置、管理及び廃止に関する事務」が移管されることに伴

う変更 

 

３ 施行期日 

公布の日から施行する。（令和２年４月１日） 

 

議6－3



議第 ７ 号 

 

職員の駐在制度に関する規則の一部を改正する規則の制定について 

 

職員の駐在制度に関する規則の一部を改正する規則を次のように制定する。 

 

   職員の駐在制度に関する規則の一部を改正する規則 

 職員の駐在制度に関する規則（平成 18 年４月県教育委員会規則第 11 号）の一部

を次のように改正する。 

 第２条中「次の各号に掲げる」を「スポーツ保健課において処理するスポーツの競

技力向上に関する」に改め、同条各号を削る。 

 第３条中「前条各号」を「前条」に、「次の各号に掲げる場所」を「山形市松山二

丁目 11 番 30 号」に改め、同条各号を削る。 

附 則 

この規則は、公布の日から施行する。 

 

   提 案 理 由 

教育委員会事務局の組織改編に伴い、規定の整備を図るため提案するものであ

る。 

 

  令和２年３月 26 日提出 

 

山形県教育委員会        

教育長 菅 間 裕 晃   

議7－1



職員の駐在制度に関する規則新旧対照表 

現   行 改 正 案 

（趣旨） （趣旨） 

第１条 この規則は、山形県教育委員会事務局組

織規則（昭和40年４月県教育委員会規則第５号）

第３条の２の規定に基づき、特別な事務を処理

するため職員を駐在させることについて必要な

事項を定めるものとする。 

第１条 この規則は、山形県教育委員会事務局組

織規則（昭和40年４月県教育委員会規則第５号）

第３条の２の規定に基づき、特別な事務を処理

するため職員を駐在させることについて必要な

事項を定めるものとする。 

（駐在により処理する事務） （駐在により処理する事務） 

第２条 次の各号に掲げる事務は、職員を駐在さ

せて処理するものとする。 

第２条 スポーツ保健課において処理するスポー

ツの競技力向上に関する事務は、職員を駐在さ

せて処理するものとする。 

(１) 文化財・生涯学習課において処理する埋

蔵文化財の普及啓発に関する事務 

(削除) 

(２) スポーツ保健課において処理するスポー

ツの競技力向上に関する事務 

(削除) 

（駐在場所） （駐在場所） 

第３条 前条各号の事務（以下「駐在事務」とい

う。）を処理させるため、次の各号に掲げる場

所に駐在事務を所管する機関の職員を駐在させ

るものとする。 

第３条 前条の事務（以下「駐在事務」という。）

を処理させるため、山形市松山二丁目11番30号

に駐在事務を所管する機関の職員を駐在させる

ものとする。 

(１) 第２条第１号の事務については、上山市

弁天二丁目15番１号 

(削除) 

(２) 第２条第２号の事務については、山形市

松山二丁目11番30号 

(削除) 

（駐在の命令） （駐在の命令） 

第４条 職員の駐在の命令は、駐在事務を所管す

る機関の長が行う。 

第４条 職員の駐在の命令は、駐在事務を所管す

る機関の長が行う。 

（補則） （補則） 

第５条 駐在を命ぜられた職員の服務その他駐在

事務の処理に関して必要な事項は、教育長の承

認を得て、駐在事務を所管する機関の長が定め

る。 

第５条 駐在を命ぜられた職員の服務その他駐在

事務の処理に関して必要な事項は、教育長の承

認を得て、駐在事務を所管する機関の長が定め

る。 

 

議7－2



職員の駐在制度に関する規則の一部改正について 

 

 

１ 改正理由 

令和２年度の組織改編を行うため規定の整備を図るもの。 

  

 

２ 改正内容 

文化財・生涯学習課において所管している埋蔵文化財に係る事務が知事部局に移管さ

れることに伴い、職員の埋蔵文化財センターへの駐在に関する規定を削除するもの 

  

 

３ 施行期日 

公布の日から施行する。（令和２年４月１日） 

 

議7－3


